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１ 開 会  

 第 2２回厚岸町障害者（児） 

ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」             

実行委員長挨拶 

実行委員長  安 達 由 圃  

 

皆さん、こんにちは（あいさつの手話） 

日曜日で何かとお忙しい中、会場には、

多数の皆さまに足を運んでいただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 

このふれあいフェスティバルは、ノーマライゼーションの基本理念のもと、障がい者

も、高齢者も、健常者も、周りの方々と支えあいながら、障壁（しょうへき）のない日

常生活を送ることができる社会の実現を目指し、毎年開催しております。 

コロナ禍により３年間中止となりましたが、昨年度は開催時間を半日に凝縮し開催す

ることができました。 

今年も昨年と同じく半日の開催ではありますが、実行委員会や関係団体などの協力に

より準備を進めることができました。 

多岐にわたる各関係機関の多数の皆さまにご協力をいただきましたことに、この場をお

借りして感謝を申し上げます。 

今年は、参加団体も増え充実した内容となっています。 

この後は、しんりゅう保育所児童の「手話の歌」を皮切りに、４年ぶりとなるパント

マイムや手話に関する寸劇、各団体の活動内容などを発表するポスターセッション等も

行われます。 

また、子どもたちの作品や、すでに行われている福祉生産品販売などもあります。 

どれも、皆さんが、今日まで一生懸命準備してくださったものばかりであります。 

どうか皆さまには、今日一日、ごゆっくりと交流や歓談をして、楽しんでいただきま

すようお願い申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。 

本日はご来場いただきまして誠にありがとうございました。 

 

手話であいさつをする安達実行委員長 

～手話で「こんにちは」～ 

両手の人差し指を向かい合わせて、 

お辞儀するように曲げます 
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来賓挨拶  

副町長 石 塚  徹  様  

 

第２２回厚岸町障害者･障害児ふれあ

いフェスティバル「こう福祉 21」の開

催にあたり、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

皆さまには日頃から当町の福祉のま

ちづくりに対しまして、大変なご支援と

ご理解を賜っておりますことに、心から

厚くお礼を申し上げます。 

障がいを持っている方、子どもからご

高齢の方まで、皆さんが集まって、この

ように盛大に「こう福祉 21」が開催されますことに、心からお慶びを申し上げます。 

この取り組みは、平成１２年から、２０年にわたり毎年、行われてきた中、新型コロ

ナウィルスの感染拡大の影響から３年間中止となりましたが、今年は２２回目となり、

関係者の皆さまのこれまでのご労苦に対し重ねて感謝と敬意を表する次第であります。 

この「こう福祉２１」は、障がいに関わる事業者や団体、行政や関係機関が一緒にな

って実行委員会を組織し、障がいの有無にかかわらず町民と行政が協働で地域福祉の向

上を図ろうとする事業で、制度が変化する中、望ましい 21 世紀の福祉に思いを込めて、

それぞれの活動の一端を発表し続けております。 

このことは、厚岸町総合計画に掲げる基本目標の一つである「やさしさあふれ健やか

に安心して暮らせるまちづくり」そのものであり、重要な取り組みと認識しているとこ

ろであります。 

障がい者を取り巻く環境では、令和６年度から法定雇用率の引上げや障がい者に対す

る合理的配慮の提供が行政機関に加え事業者においても義務とされるなど徐々に進んで

いるなか、当町におきましても、引き続き皆さんと一緒に取り組みを進め、厚岸町に住

んで良かったと思えるまちづくりを進めていきたいと考えておりますので、今後ともご

支援、ご協力をお願い申し上げます。 

結びに、この事業を主催されました実行委員会の皆さまのご労苦に対しまして、心か

ら感謝を申し上げますとともに、今日お越しの皆さまの益々のご健勝、ご発展を祈念い

たしまして、一言お祝いの言葉とさせていただきます。 

本日は、誠におめでとうございます。 
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２ 手話の歌 

しんりゅう保育所 年長児 23 名 

手話歌「小さな世界」「しあわせはくしゅ！」  
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こう福祉幹事会、厚岸町役場職員、厚岸町議会議員 有志 

手話歌「世界に一つだけの花」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場の皆さんから、手話の拍手をいただきました！ 

←「世界に一つだけの旗」 

園児それぞれ製作し、応援してくれましたー!！ 
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３ パントマイム 中納教諭と釧路市立鳥取西中学校生徒会 

パントマイムは、台詞のない演劇の一形態であり、聴覚の障害の有無に関わらず、楽し

める演劇です。 
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４ 手話寸劇 釧路聴力障害者協会と釧路手話の会 

演目「道をたずねられて」 

聴覚に障がいがある人に出会ったときに、手話だけでなく筆談や口元の動き、ジェス

チャーなどでコミュニケーションが図れることを、寸劇で伝えてくれました。 

手話のミニ講座「あっけし」「ありがと

う」「バス」などの手話や、 

表情（口元が見えるように）や身振り、

筆談（短い文章で）などコミュニケーシ

ョンの配慮を教えてくれました。 

6



 

 

５ 福祉ポスターセッション 

(1) 身体障害者福祉協会厚岸町分会「人・まちにやさしさを～福祉を通して」 

 

障がい者に関する様々なマ

ークの紹介と、身体障害者福

祉協会厚岸町分会の１年間の

活動紹介について説明しまし

た。 

 

 

 

 

 

(2) 厚岸町人権擁護委員「人権擁護について」 

 

障がい者や高齢者の人権に関す

る啓発を、ポスターなどで紹介しま

した。 
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(3) のんき村「花風景の仕事・暮らし」 
 

就労訓練の利用者さん皆で育てている花

を、利用者さんそれぞれの感性で写真に収

め、その作品について説明しました。 

 

グループホーム「秋
こす

桜
もす

壱号館
いちごうかん

」での食事

やお部屋についても説明します。 

第 26 回を迎えた「村まつり」の様子を

写真にて説明しました。 

 

 

 

 

 

(4) ぷらっと「親睦会活動について」 

 

ぷらっとでは、利用者主体で親睦会を

組織し活動しています。 

利用者同士が話し合いを重ね、活動に

集中できるようにルールを決めたり、お

互いに知るために、イベントを企画、実

施しています。その１年間の活動につい

て、ご報告しました。  
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(5) 工房るうぷ「仲間と一緒に！」 

個人では難しいことも、仲間と一緒な

らできた！！という体験を、ホテルのレ

ストランでのマナー研修の様子から紹

介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 北海道理学療法士会釧根支部「こんなときどうしよう？」 

 

～身近なバリアの解決方法を考えてみまし

ょう～ 

 

生活のなかにある身近なバリアの解決方

法を、理学療法士の目線から提案しました。 

実際の事例をもとに安全な介助方法、環境

整備について一緒に考えて、障がいの有無に

関わらず生活しやすい環境をつくるアドバ

イスの機会となりました。 
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(7) 北海道難病連厚岸・浜中支部「北海道難病連厚岸浜中支部の紹介」 

 

様々な難病による症状を抱え

、何らかの共通する体験を持つ

当事者とその家族が運営する団

体であること、北海道難病連加

盟の患者会について紹介しまし

た。 

 

 

 

 

 

(8) 厚岸町子ども発達支援センター「子どもの発達を促す療育について」 

 

子どもの発達において気にな

る言葉の表出や落ち着きのなさ

などの情緒面に働きかける療育

について説明しました。 
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(9) 北海道作業療法士会根釧支部「自分を助ける道具『自助具』の紹介」 
 

自助具とは、身体の不自由な人の

自立を助け、日常生活を、より快適

に送るための特別に工夫された道具

です。 

障害の程度や状態に合わせた自助

具の提案や作成をして、より良い生

活が送れるように作業療法士は支援

しています。その一部を紹介しまし

た。 

 

 

 

 

 

(10) 釧路聴力障害者協会「手話ミニ講座」 

身近な手話を覚えてみましょう！自分の名前を手話で表すとどうなるか？など、その

成り立ちの意味など加えて楽しく体験しながら学びました。 

釧路手話の

会の紹介もあ

りました。 
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６ 福祉体験コーナー 

(１)点字体験コーナー・福祉用具展示 

担当 厚岸コミュニケーション障害の会                                                                     

点字体験コーナーでは、点字器で点字を打ってみたり、点字タイプライターや見えづら

さに対応した拡大読書器、活字を読上げる福祉用具を活用する体験が出来ました。 

 

(２)視覚障がい者への介助・誘導体験 

誘導体験では、アイマスクや白杖（はくじょう）を使い、実際に目が見えない人の誘

導を体験や、弱視（じゃくし）や視野狭窄（しやきょうさく）が体験できるロービジョ

ンメガネを装着し、目の不自由な人の困りごとや、誘導方法を体験しながら学ぶことが

出来ました！ 
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(３)電動車いす試乗体験 担当 釧路トヨタ芦野店                                          

次世代型の電動車いすを展示し、釧路トヨタのスタッフが試乗体験をサポートしました。 
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７ 作品展示 

(１)真龍小学校特別支援学級生徒の作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 「こう福祉 21」歴代報告集デザイン内海雅充アート展 
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８ 生産品販売コーナー 

(1) のんき村     

手作り小物、手編みセーター、自家製お菓子（クッキー、スコーン）などを販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ぷらっと  

布製品（ぬいぐるみ等）のハンドメイド雑貨などを販売 
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(3) 工房るうぷ                

自家製クッキーなどの焼き菓子（フロランタン、ガレット、シフォンケーキ、くるみ

マドレーヌ、ガトーショコラ）や餅を販売 

                              

 

 

 

 

 

 

 

(4) 手と手             

手芸品（ポーチ、巾着袋、エプロン、ミトン、エコたわし、髪飾り、すべり止め、スト

ラップ等）、木工製品（タイル鍋敷、豚の箱）、木製おもちゃ（だるま、パズル、犬）、

ストラップ、スマホ携帯電話置き 

お菓子（クッキー、シフォンケーキ、パウンドケーキ、フィナンシェ）を販売 
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９ 閉 会 

 

第 22 回厚岸町障害者（児）ふれあい 

フェスティバル「こう福祉 21」 

 

 副実行委員長挨拶   中村 ますみ   

                 

 閉会にあたりまして、一言お礼のご挨拶を申し上

げます。 

本日、第２２回目となるこのフェスティバルが、

多くの方々の参加いただき全日程を終えることがで

きました。これもひとえに、日曜日にもかかわらず

参加いただきました皆さまのご協力と、関係各位の

ご理解の賜と深く感謝申し上げます。 

本日は、このふれあいフェスティバルを通して、

皆さまの日頃の活動や活躍、子どもたちの才能、そ

して元気など、さまざまな形で、それぞれの皆さん

のことを知り、皆さんと理解することができました。 

第２２回目を迎えたフェスティバルが、今後も充

実・発展し、フェスティバルの目的である「ノーマライゼーションの基本理念のもと、

障がい者、高齢者、健常者が周りの方々と支えあいながら、共に生きる社会の実現のた

め、あらためて日常生活の中にある色々な障壁を解消するための理解を深める」と言う

ことが達成されることを願うものであります。 

また、会場に来られた皆さま全員が、相互の理解を深めていただいたものと思ってお

ります。 

この後「交流会」を行う予定となっておりますが、皆さんが一堂に集まる機会であり

ますので、顔をあわせコミュニケーションをとり交流して頂けたらと思いますので、ぜ

ひ、ご参加をお願いいたします。 

終わりになりますが、本日、参加されました皆さまと関係各位の益々のご健勝をご祈

念申し上げまして閉会の挨拶といたします。 

以上をもちまして、第２２回障害者・障害児ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」

を終了いたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 
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10 交流会 

実行委員、スタッフ、発表者、生産品販売の皆さんとの交流会をホール後方で開催し

ました。途中で今回のこう福祉２１のアンケートの記入をお願いしました。 

短い時間でしたが、お菓子と飲み物で楽しい交流の時間となりました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交流会の準備 

高校生ボランティアたち 
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11 後片付けの様子 

最後は、実行委員、スタッフ、発表者など、全員で会場の後片付けを行いました。 

皆で力を合わせてあっという間に片付きました！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『第 22 回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル』 

参加及び協力いただいた皆さん、ありがとうございました！ 

来年は、どんなイベントができあがるか楽しみに！ 

 

 

また、お目にかかりましょう！！ 
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12 資料編 

厚岸町立真龍小学校 2 年生 小松夏來さんイラスト 

こう福祉 21 作品展示にて提供いただいたものです。 

 
 

20



１２ 資料編 
（1）手話の歌の練習風景 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 回目 10/24(木）17：30～18：00 参加：12 人 
 2 回目 10/29(火）17：30～18：00 参加：15 人 

練習 1 回目 

講師ボランティアの厚岸町赤十字奉仕団 石崎惠子さんが、手話の説明をしてくれました。 
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練習２回目 

“お花” 

手のひらを合わせた「つぼみ」

から、「花びらが開いて、お花が

咲くように」手や指先で表現♪ 

“きれい” 

左手のひらを上に向けて、 

手首から指先方向へ、 

右手でなでるようにすべらせて、

「なめらかな様子」を表現♪ 
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※ 手話解説 練習用教材：歌詞の番号部分の「単語」を「手話コーラス関連単語

一覧」と、あわせて読み取り、練習に活用しました（石崎惠子さん作成）。 
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厚岸町ホームページ内に、 

手話の歌を練習するための「手話説明の動画」と「手話カード」を掲載し、 

それぞれ閲覧しながら練習できる環境を整えました！ 

手話通訳や動画出演協力を、釧路聴力障害者協会にご協力いただきました！！ 
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（２）各掲載記事及びホームページ 

【厚岸町ホームページ 町からのお知らせ】 

 

  

厚岸町ホームページだけでなく、厚岸町公式フェイスブック、厚岸町公式インスタグラムでのイベント

周知も実施しました。また、ポスターには、QR コードを設定し、スマートフォン等のインターネット

環境のある機器から読み込むことで、厚岸町ホームページに容易にリンクできるようにしました。 

これが、 

QR コード
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厚岸町ホームページからは、 

「こう福祉 21 報告集」及び 

「こう福祉 21 開催当日の動画」が

閲覧できるように設定しています。 

（第 21 回こう福祉 21 より設定） 
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【令和６年 10 月 30 日 北海道新聞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道新聞の取材依頼を受け、ポスターを持って来場者を呼びかける周知を行いました！ 

実行委員会 幹事（左側）：厚岸町子育て支援センター所長 池谷内 

実行委員会 事務局（右側）：障がい福祉係 中田 
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【令和６年 11 月７日 北海道新聞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支え合いの社会へ一歩 厚岸町でふれあいフェス 

園児たちと主催者らによるコーラスに手話による拍手を送る来場者たち 

【厚岸】「第 22 回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル こう福祉 21」（実行委主催）が、町内で開

かれた。釧根管内の福祉関係事業所など 30 団体が参加。歌や寸劇、各団体の活動発表を通し、障害者や高齢

者、健常者が支え合う社会への理解を深めた。 

 

 3 日に開かれ、町民ら約 300 人が来場。 

しんりゅう保育所の園児たちによる手話の歌「小さなせかい」 

で幕開け。主催者らが加わったコーラスには、来場者たちが手 

のしぐさで拍手を表現した。釧路市鳥取西中生徒会は、障害者 

と健常者が楽しめるパントマイムを表情豊かに演じた。 

 釧路聴力障害者協会と釧路手話の会は、耳の聞こえる人が聞 

こえない人に道を尋ねる寸劇を企画。コミュニケーションは声 

以外に表情や身ぶりでもできると訴え、筆談の場合は文章を短 

くする配慮を呼びかけた。 

 視覚障害者への介助・誘導体験イベントには、厚岸翔洋高ボ 

ランティア部の生徒たちが参加。アイマスクを付けた障害者役 

の人に肩を貸し会場内を歩いた。2 年外崎心音さんは「介助さ 

れる人が不安にならないよう積極的に声をかけた。周囲の状況を的確に伝える言葉の選び方が難しかった」

と話した。 

（ [大滝伸介] ( https://www.hokkaido-np.co.jp/author/f8b9b6d037270b94cc2b373da98720bb ) ） 

29



【広報あっけし １２月号】 

 

 

 

広報あっけし・しゃっきー（社会福祉協

議会）で知った！ 

という回答が、例年どおり一番多いのです

が、、、 

今回は、「インスタ（インスタグラム）」

という回答もありました。 

 

今後は、インターネットを活用した、 

ソーシャルメディアも活  しないとね！ 

今回の開催の様  は、 

厚岸町公式 YouTube（ユーチューブ） 

で動画配信します！  てね！ 

  厚岸町ホームページ 

『こう福祉21』の開催は何で知りましたか? 

厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル『こう福祉 21』 

絵・なつきちゃん 
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【ご報告】 

 

歴代の「こう福祉 21」報告集 

表紙デザインアーティスト 

内海雅充さんが、 

書籍「北のボーダレスアート」

に、作家として取り上げられまし

た。 

 

 

 

内海雅充 

”凹凸が生む、独特の世界観“ 

↓ 
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第２２回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」実施要領 

１ 目 的   

ふれあいフェスティバルを通して、ノーマライゼーションの基本理念の

下、障害者、高齢者、健常者が共に生き、支え合う（共生）社会の実現の

ため、改めて日常生活の中にある物理的、心理的、制度的バリアに着目

し、その解消とバリアフリーの理解を深め福祉向上の一助となるよう実施

するものです。タイトルの「こう福祉２１」の「こう」は、考、幸、高な

ど、個々人の創造に委ね、「福祉２１」は望ましい２１世紀の福祉に思い

を込め、象徴的に示したものです。 

 

２ 主 催  第２２回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」実行委員会 

 

３ 後 援   厚岸町・厚岸町教育委員会・厚岸町共同募金委員会 

       ＮＨＫ釧路放送局・㈱釧路新聞社・㈱北海道新聞社厚岸支局 

 

４ 開催日  令和６年１１月３日（日曜日） 

 

５ 時 間  午後１時～午後４時 10 分 

（開会式：午後１時 30 分、閉会式：午後３時 30 分） 

 

６ 場 所  厚岸町社会福祉センター（大ホール） 

 

７ 内 容 

（１）福祉ポスターセッション 

01）身体障害者福祉協会厚岸町分会 

02）厚岸町人権擁護委員 

03）のんき村 

04）ぷらっと 

05）工房るうぷ 

06）北海道理学療法士会釧根支部 

07）北海道難病連厚岸・浜中支部 

08）厚岸町子ども発達支援センター 

09）北海道作業療法士会根釧支部 

10）釧路聴力障害者協会 
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（２）手話の歌（しんりゅう保育所/こう福祉 21 幹事会/厚岸町役場有志） 

（３）パントマイム（中納教諭、釧路市鳥取西中学校生徒会） 

（４）手話寸劇（釧路聴力障害者協会） 

（５）点字体験（厚岸コミュニケーション障害の会） 

（６）視覚障がい者への介助・誘導体験（厚岸コミュニケーション障害の

会） 

（７）電動車いす試乗体験（釧路トヨタ芦野店） 

（８）作品展示 

（真龍小学校特別支援学級生徒作品） 

（「こう福祉 21」歴代報告集デザイン内海雅充アート展） 

（９）就労継続支援施設 生産品販売 

    〈町内〉１）のんき村  

        ２）ぷらっと 

３）工房るうぷ 

〈町外〉１）手と手（釧路市）※手話の教室と併設  

（１０） 交流会 参加者、実行委員（スタッフ）との交流会 

（１１） 全員で会場後片づけ  

      

８ 参加者   

厚岸町民及び近隣町村福祉関係者並びに施設関係等 

 

９ 広 報   

町広報誌等・ＩＰ告知端末・町ホームページ・町防災行政無線・社会福祉

協議会機関誌・各新聞チラシ折り込み、ポスター、ソーシャルネットワー

クの活用、報道機関へのＰＲ等 

 

10 送 迎   

必要な方に対する送迎を関係機関に要請し対応する。 

 

11 その他   

万一の事故等に備え、主催者においてボランティア行事用保険に加入。 

事前準備、協議のあるものについては、各担当部において取り進め、実行

委員会開催時において実行委員長へ報告すること。 

この事業は、赤い羽根共同募金事業の支援を受けています。 
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内容詳細 

（１） 福祉ポスターセッション 

参加団体・機関（順不同） 発表題名及び内容 
１） 身体障害者福祉協会 

厚岸町分会 
○人・まちにやさしさを ～福祉を通して～ 
  障がい者に関する様々なマークの紹介と、身体障害
者福祉協会厚岸町分会の１年間の活動紹介について説
明します。 

２） 厚岸町人権擁護委員 ○人権擁護について 
  障がい者や高齢者の人権に関する啓発として、ポス
ター等の展示をしながら紹介します。 

３） のんき村 
 

 

○花風景の仕事・暮らし 
就労訓練の利用者さん皆で育てている花を、利用者

さんそれぞれの感性で写真に収め、その作品について
説明します。 

グループホーム「秋桜壱号館」での食事やお部屋に
ついても説明します。 

第26回を迎える、今年９月７日に開催した「村まつ
り」の要すを写真にて説明します。 

４） ぷらっと ○親睦会活動について 
 ぷらっとでは、利用者主体で親睦会を組織し活動し
ています。利用者同士が話し合いを重ね、活動に集中
できるようにルールを決めたり、お互いに知るために
、イベントを企画、実施しています。１年間の活動に
ついて、ご報告したいと思います。 

５） 工房るうぷ 
 
 

○仲間と一緒に！ 
個人では難しいことも、仲間と一緒ならできる！！

を、作業や研修の様子から紹介します。 
６） 北海道理学療法士会 

釧根支部 
 
 

○こんなときどうしうよう？ 
～身近なバリアの解決方法を考えてみましょう～ 

生活のなかにある身近なバリアの解決方法を、理学
療法士の目線から提案します。実際の事例をもとに安
全な介助方法、環境整備について一緒に考えてみまし
ょう。障がいの有無に関わらず生活しやすい環境をつ
くるアドバイスの機会にできればと思っています。 

日々の生活で悩まれている方も、お気軽に相談して
ください。 

７） 北海道難病連 
厚岸・浜中支部 

 
 

○北海道難病連厚岸浜中支部の紹介 
様々な難病による症状を抱え、何らかの共通する体

験を持つ当事者とその家族が運営する団体であること
を説明します。 

北海道難病連加盟の患者会について紹介します。 
８） 厚岸町子ども発達 

支援センター 
○子どもの発達を促す療育について 

子どもの発達において気になる言葉の表出や落ち着
きのなさなどの情緒面に働きかける療育について説明
します。 

９） 北海道作業療法士会根釧
支部 

○自分を助ける道具「自助具」の紹介 
 皆さんは自助具というものをご存じでしょうか？ 

自助具とは、身体の不自由な人の自立を助け、日常
生活を、より快適に送るための特別に工夫された道具
です。障害の程度や状態に合わせた自助具の提案や作
成をして、より良い生活が送れるように作業療法士は
支援しています。その一部を紹介します。 
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１０） 釧路聴力障害者協会 ○手話ミニ講座 

身近な手話を覚えてみましょう！名前はどう表すの

かな・・・？手話の本を配布し説明します。 

（２） 手話の歌 

○しんりゅう保育所 曲名「小さな世界」「しあわせはくしゅ」 

 ○厚岸町赤十字奉仕団、こう福祉 21 幹事会等有志 曲名「世界にひとつだけの花」 

（３） パントマイム 

○中納教諭と釧路市  取 中学校 徒会 

台詞を用いず、身振りや表情だけで、実際には見えないものが、そこにあるかの

ように表現します。大道芸（ストリートパフォーマンス）としても親しまれてい

るものです。 

（４） 手話寸劇 

○釧路聴力障害者協会と釧路手話の会 

 演目「道をたずねられて」+プチ手話 

（５） 点字体験 

○厚岸コミュニケーション障害の会 

点字を活用して生活をしている視覚障害当事者が、点字器の使い方や、点字の打

ち方を説明します。 

活字文章を認識して音声読み上げができる福祉用具「よむべえ」などの福祉用具

を展示します。 

（６） 視覚障がい者への介助・誘導体験 

○厚岸コミュニケーション障害の会 

専用の眼鏡を装着し、ロービジョンという視覚障害（弱視、視野狭窄、中心暗転

など）による見えずらさ体験、アイマスクで目隠しをして全盲の疑似体験をする

ことと、その介助者として誘導等をサポートする際の対応を学ぶ体験の場を設

定します。 

（７） 電動車いす試乗体験 

○釧路トヨタ芦野店 

次世代型の電動車いすを展示します。希望された場合には、釧路トヨタのスタッ

フが会場内の試乗体験をサポートします。この電動車いすは、身体の状況により

補装具費支給制度の給付対象となる場合があります。 

（８） 作品展示 

１）厚岸町立真龍小学校特別支援学級生徒の作品展 

「エコのれん」チラシとストローでエコビーズを作り、そのエコビーズを使っ

てのれんを作りました。特別支援学級児童みんなで協力して作成した作品、皆

さんぜひ観にきてください。 
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２）「こう福祉 21」歴代報告集デザイン内海雅充アート展 

 

（９） 生産品販売 
就労継続支援事業所の生産品の販売を行います。 
１）のんき村 

手作り小物、手編みセーター、自家製お菓子（クッキー、スコーン） 
２）ぷらっと 

布製品のハンドメイド雑貨（小物入れ等） 
３）工房るうぷ 

自家製クッキー、フロランタン、ガレット、シフォンケーキ、 
くるみマドレーヌ、ガトーショコラ、餅 

４）手と手（釧路市）※手話の教室と併設 
手芸品（ポーチ、巾着袋、エプロン、ミトン、エコたわし、髪飾り、すべり
止め、ストラップ等）、木工製品（タイル鍋敷、豚の箱）、木製おもちゃ
（だるま、パズル、犬）、ストラップ、スマホ携帯電話置き 
お菓子（クッキー、シフォンケーキ、パウンドケーキ、フィナンシェ） 
 

（１０） 交流会 

閉会式後に、実行委員やイベント参加者、協力者が集い、手作り菓子をいただきな

がら交流します。 

（１１） 全員で会場の後片づけ 
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（敬称略　順不同）

　　（事務局）

　　　　　

　

　

部名

ステージ係 プロジェクター・パソコン操作等 厚岸町保健福祉課 早川知記・岡本裕輝

ステージ上配置移動 厚岸町保健福祉課 中田健太郎・尾張清一・石山優一・三浦拓也・佐藤祥輔・木村伸也・土橋雄一

発表者誘導 厚岸町保健福祉課 岡﨑清美・塚田麻希

岩田結美・奥山夕紀・芳賀里香　※ボランティアセンター（翔洋高校生２名）

会場係（屋内・屋外） 駐車場誘導、看板設置 斉藤健一・久保一將・町民課：渡部貴史・成澤英世・上田海斗

会場の見回り・車いす等の移動介助

特別養護老人ホーム心和園 大村　香織

介助が必要な来場者等への声かけなど 町立厚岸病院

受付係 厚岸消費者協会 小野寺浩江・伊藤美晴

尾張清一・岡﨑清美・宮川知香・布施友美・塚田麻希

接待係 来賓・団体等接待

奈尾和哉

救護係 事故の防止、救急対応、参加者の介助 厚岸町保健福祉課 布施友美

厚岸町民生委員児童委員協議会 大平紀子

手話の歌 園児の見守り しんりゅう保育所保育士（三浦所長・布川・鈴木）・園児（24名）　こう福祉幹事等

園児へのプレゼント配布 厚岸町赤十字奉仕団　石崎惠子

尾張清一・佐藤祥輔　・中納教諭と鳥取西中学校生徒有志（８名）

手話寸劇 舞台準備 厚岸町保健福祉課

方波見光・田中智也・菊地悟史

北海道作業療法士会根釧支部 髙橋拓也・土田将悟

高橋美佐子・遠田恵子

田嶋宏美・相馬箏音

北海道難病連厚岸・浜中支部 石澤由紀子

岡﨑清美・中田健太郎・尾張清一

点字体験 梅田義秋（同行援護ヘルパー１名）・室﨑英子

信田祐・塚田麻希

視覚障害者誘導体験・指導 厚岸コミュニケーション障害の会 室﨑英子　

厚岸町赤十字奉仕団 今野房子・谷口芳子・倉内裕美子　

厚岸町保健福祉課 成澤靖子・佐藤祥輔

電動車いす試乗体験 厚岸町保健福祉課 三浦拓也　・釧路トヨタ芦野店　試乗ガイドスタッフ（山田・川尻・布川）

生産品販売 設置指導、調整等

ＮＰＯ法人のんき村 八戸愛実・村川みち子・村川朝美・赤川結奈・赤川香織

及川剛・山本侑奈

宮川知香・尾張清一・岡﨑清美

子どもたちの作品 作品の展示・準備等 真龍小学校教頭

作品の見守り 杉田尚美

 「こう福祉２１」歴代報告集展示作品の展示・準備等 葛西松子・佐藤絹子・三浦弘子

作品の見守り 土橋雄一・木村伸也

交流会準備係 お菓子、飲料の提供準備

葛西松子・佐藤絹子・三浦弘子　※ボランティアセンター（翔洋高校生２名）

厚岸翔洋高等学校

中田健太郎・尾張清一・石山優一・三浦拓也・佐藤祥輔・木村伸也・土橋雄一

久保田湖子

岩田結美・奥山夕紀・芳賀里香

第22回厚岸町障害者(児)ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」役割分担表

役　職　名 氏　　　名

実行委員長 安　達　由　圃

副実行委員長 松　見　弘　文 中　村　ますみ

幹　　事

柿　﨑　多佳子 谷　口　　　弘 米内山　紘　輝

室　﨑　正　之 江　幡　　　満 久保田　湖　子

濱　　　秀　利 藏　光　貴　弘 宮　川　知　香

星　川　雅　美 早　川　知　記 岡　﨑　清　美

池谷内　寛　子 尾　張　清　一

中　田　健太郎

監　　査 奥　山　春　夫 石　崎　惠　子

役　　　　割　　　　分　　　　担
担当内容 担当団体等 責任者 協力者等

　
総
務
部

総括、経理及び支払い 厚岸町保健福祉課 早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎

ポスター及びチラシ作成 厚岸町保健福祉課 早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎

広報、ポスター及びチラシ配布等 厚岸町保健福祉課
厚岸町社会福祉協議会

早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎　奥山夕紀　松尾麻理子

町内参加協力要請、福祉施設・各種学校等への参加要請 厚岸町保健福祉課 早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎

管内障害者団体等参加要請 厚岸町社会福祉協議会 松見弘文 米内山紘輝　岩田結美　奥山夕紀　松尾麻理子

来賓、後援依頼 厚岸町保健福祉課 早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎

参加者取りまとめ
厚岸町保健福祉課
厚岸町社会福祉協議会

松見弘文 米内山紘輝　岩田結美　奥山夕紀　松尾麻理子

福祉ポスターセッション資料作成手伝い 厚岸町保健福祉課 早川知記 久保田湖子　宮川知香　岡﨑清美　尾張清一　中田健太郎

プログラム作成・アンケート作成及び集計 厚岸町保健福祉課　厚岸町社会福祉協議会 松見弘文 厚岸町保健福祉課（アンケート作成及び集計）　厚岸町社会福祉協議会（プログラム作成）

　
会
場
部

会場準備係 会場の設置・撤去・駐車場看板設置 厚岸町保健福祉課 早川知記 1日（金）13：30～会場設営・駐車場設営

２日（土）13：30～各コーナー設営・機器調整

３日（日）集合：10：30事務局・12：30保健福祉課・12：45実行委員、各団体

早川知記

早川知記

早川知記

音響係 音響、照明 厚岸町社会福祉協議会 米内山紘輝

厚岸町自治会連合会 濱秀利

厚岸町商工会 岩崎純史

永川浩志

星川雅美

厚岸翔洋高等学校 山本十三
厚岸翔洋高等学校ボランティア部：教諭　山本健太郎
学生（砂子秋人・冨田隆叶・藤井藍丸・黒宮謙吾・外崎心音・五十嵐衣澄）

参加者受付（13：00～）
　プログラム配布
　アンケート配布・回収

千田美津江

厚岸翔洋高等学校 山本十三
厚岸翔洋高等学校ボランティア部：教諭　山本健太郎
学生（砂子秋人・冨田隆叶・藤井藍丸・黒宮謙吾・外崎心音・五十嵐衣澄）

厚岸町保健福祉課　 早川知記

身体障害者福祉協会厚岸町分会 安達由圃

厚岸町老人クラブ連合会 奥山春夫

厚岸町社会福祉協議会 米内山紘輝

早川知記

江幡満

厚岸町保健福祉課 早川知記

パントマイム 送迎（厚岸駅-会場の送迎） 厚岸町保健福祉課 早川知記

早川知記
ステージ係、
釧路聴力障害者協会：末吉秀雄・野原伸也・山口雄太
釧路手話の会：久保田弘美・浅内蘭・中屋敷いずみ（外４名）、手話通訳士２名

福祉ポスターセッション

コーディネーター（全体指揮） 厚岸コミュニケーション障害の会 室﨑正之

準備・調整等

北海道理学療法士会釧根支部 菊地悟史

齋藤靖弘

厚岸町人権擁護委員 中井勝之

厚岸町子ども発達支援センター 池谷内寛子

谷口弘

厚岸町保健福祉課 早川知記

宮川知香・石山優一
釧路聴力障害者協会：末吉秀雄・野原伸也・山口雄太
釧路手話の会：久保田弘美・浅内蘭・中屋敷いずみ（外４名）

点字の実演・指導

視覚障害者の日常生活用具展示

厚岸コミュニケーション障害の会 室﨑正之

厚岸町保健福祉課 早川知記

視覚障がい者への介助誘導体験 室﨑正之

石崎惠子

早川知記

電動車いすの展示、試乗体験 早川知記

企業組合エーエスユー工房るうぷ 三浦仁 西谷内智恵・安部孝之・小野育子・田上智丈・小澤大地・若狹伸太郎・中村愛実・藤田智弥・黒部貴史・飯田美由紀

赤川香織

一般社団法人地域福祉未来創造社ぷらっと 荒谷ゆかり

厚岸町手をつなぐ育成会 上月時夫

厚岸町保健福祉課 早川知記

厚岸町教頭会 和田賢志

厚岸町文化協会 沼岡純子

厚岸町女性団体連絡協議会 柿﨑多佳子

厚岸町保健福祉課 早川知記

厚岸町食生活改善協議会 桂川和子

厚岸町障がい者（児）を持つ親の会なないろ 成田定子

閉会式後の会場設営
山本十三

厚岸翔洋高等学校ボランティア部：教諭　山本健太郎
学生（砂子秋人・冨田隆叶・藤井藍丸・黒宮謙吾・外崎心音・五十嵐衣澄）

厚岸町女性団体連絡協議会 柿﨑多佳子

厚岸町保健福祉課 早川知記

記録係 写真撮影 厚岸町保健福祉課 早川知記

送迎係 参加者の送迎（車いす 厚岸町社会福祉協議会 米内山紘輝

総合司会 司会進行 松見弘文

開会式挨拶 開会式での主催者挨拶 安達由圃

閉会式挨拶 閉会式での主催者挨拶 中村ますみ 38



第22回 「こう福祉２１」会場配置図
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第22回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福祉21」
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（道路）

社会福祉センター
会　　　場

森づくり
センター

（道路）

※斜線の場所が駐車場です。

「こう福祉２１」の駐車場について

●社会福祉センター前は、物品の搬入や送迎での一時的な乗り
　入れと、歩行が困難な方専用の駐車場としています。
　他の方は地図に斜線で示している駐車場をご利用ください。

（
道
路
）

（
道
路
）

グラウンド

子夢希
児童館

給食
センター跡地

厚岸小学校

大厚寺
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出
入
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駐車場

大
型
車
両

専
用
駐
車
場
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駐車場
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員
会

運
営

要
綱

（
案

）
に

つ
い

て
（

３
）

役
員

選
出

に
つ

い
て

実
行

委
員

長
1

名
副

実
行

委
員

長
2

名
幹

事
若

干
名

監
査

2
名

（
４

）
開

催
内

容
及

び
当

日
の

日
程

（
案

）
に

つ
い

て
（

５
）

そ
の

他
（

次
回

日
程

）
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開
催

日
開

始
時

間
会

議
場

所
出

席
数

内
容

（
事

務
局

）

（
１

）
幹

事
会

代
表

選
出

に
つ

い
て

令
和

６
年

８
月

2
0

日
1

7
: 3

0
第

1
回

幹
事

会
厚

岸
町

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

あ
み

か
2

1
6

人
（

２
）

第
１

回
実

行
委

員
会

の
報

告
に

つ
い

て
（

6
人

）
（

３
）

事
業

の
検

討
に

つ
い

て
（

４
）

そ
の

他
（

次
回

日
程

）

令
和

６
年

９
月

1
8

日
1

7
: 3

0
第

2
回

幹
事

会
厚

岸
町

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

あ
み

か
2

1
8

人
（

１
）

第
２

回
幹

事
会

の
報

告
に

つ
い

て

（
5

人
）

（
２

）
実

施
要

領
（

案
）

に
つ

い
て

（
３

）
事

業
予

算
（

案
）

に
つ

い
て

（
４

）
日

程
（

案
）

に
つ

い
て

（
５

）
役

割
分

担
表

（
案

）
に

つ
い

て
（

６
）

会
場

見
取

り
図

（
案

）
に

つ
い

て
（

７
）

そ
の

他
（

次
回

日
程

）

令
和

６
年

９
月

1
8

日
1

8
:0

0
第

2
回

実
行

委
員

会
厚

岸
町

保
健

福
祉

総
合
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ン
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あ
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2

1
1
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人
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１

）
第
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回

実
行
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員

会
の
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て
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5
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）
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２

）
第
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回
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び
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２
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幹
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会

の
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い
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（
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）
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施
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領

（
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て
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）
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算
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）
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つ
い

て
（
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）
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程

（
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（

６
）
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（
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分
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（
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い

て
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和
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年
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）
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3
）
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領
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）
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）
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日
の
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年

1
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月
2
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第
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事
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町
保

健
福
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セ
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タ
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か
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（
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人
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）
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ケ
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結
果
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て

（
3

）
そ

の
他
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アンケートのご協  ありがとうございます！ 

 

手話で「ありがとう」のポーズをしている“しまえなが” 
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来場者合計①　３３５人 ※一般来場者受付内訳：町内１３１人、町外３８人

1

居住地

年齢
家族・
知人

厚岸町内

案内文書
(所属団体）

ＩＰ告知
情報端末

4

２０代 ３０代

11.8

人数

6

10.6 27.1 16.58.2 7.1

来場者合計

人数 比率

４０代 ５０代 ６０代 ７０代

２．あなたの年齢
ねんれい

、居住地
きょじゅうち

、性別
せいべつ

を教
おし

えてください。

10

スタッフ（発表者・
ボランティア等も含む）

一般来場者

人数 比率 人数 比率

50.4 335 100.0

スタッフ（発表者・
ボランティア等も含む）

一般来場者 回答者合計

１．あなたは、スタッフですか。一般
いっぱん

来場者
らいじょうしゃ

ですか。

166 49.6 169

人数 比率 人数 比率 人数 比率

55 64.7 30 35.3 85 100.0

80代以上

4.7

無回答

1.2

年齢

比率

7人数

１０代

12.9

※その他 無回答

9 23 14 11

町・社協
の広報誌

ポスター,
チラシ

防災無線
ホーム
ページ

比率 81.2 17.6 1.2 49.4 41.2

性別

人数

比率

男性 女性 無回答

42 35 8

9.4

厚岸町外 無回答

69 15 1

人数 14 23 15 2 1 17 40

比率 14.7 24.2 15.8 2.1 0.0

回答者合計②　８５人（２５．３％：②／①×100）

20.0 1.1

※その他（その他の内容は、ボランティア活動を通して、スタッフ、手話の会、ぷらっと利
用、通所施設、毎年の行事なので、職場や仕事上で、学校、インスタ、新聞などで知ったとの
回答がありました。）

17.9 4.2

３．『こう福祉
ふくし

２１』の開催
かいさい

は何
なに

で知
し

りましたか？（※複数回答あり、計９５件）

19
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100.0

理由 2 1 0 3
作品展示

さくひんてんじ

コーナー

人数 51 4 1 56

比率 91.1 7.1 1.8

2.2 100.0

理由 2 1 1 4

※２   理由欄の記入内容は、別紙３（問６ 理由）のとおり　Ｐ54

電動
でんどう

車
くるま

いす試乗
しじょう

体験
たいけん

コーナー

人数 40 5 1 46

比率 87.0 10.9

0 3

手話
しゅわ

の教室
きょうしつ

コーナー

人数 41 6 0 47

比率 87.2

誘導体験
ゆうどうたいけん

コーナー

人数 45 6 0 51

比率 88.2 11.8 0.0

24.0 0.0 100.0

理由 1 1 0 2

0 5

点字体験
てんじたいけん

コーナー

人数 38 12 0 50

比率 76.0

生産品販売
せいさんひんはんばい

コーナー

人数 53 8 0 61

比率 86.9 13.1 0.0

６．各種
かくしゅ

コーナーについて（見
み

られなかった演目
えんもく

については、記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。）

各種コーナー 区分 良
よ

かった 普通
ふつう

12.8 0.0 100.0

理由 1 1 0 2

※１　理由欄は、評価項目ごとに記入のあった件数を記載しています。

100.0

理由 2 1

100.0

理由 5 0

工夫
くふう

すべき 計

理由

人数

ポスターセッション

※別紙２（問５ 記入事項）のとおり　Ｐ53

手話
しゅわ

寸劇
すんげき

※１　理由欄は、評価項目ごとに記入のあった件数を記載しています。

※２   理由欄の記入内容は、別紙１（問４ 理由 ）のとおり　Ｐ４9～Ｐ52

５．ほかに見
み

てみたい発表
はっぴょう

などがありましたら、記入
きにゅう

をしてください。

8.3 4.8 100.0

比率 78.2 16.7 5.1 100.0

1

86.9

7 4 84

11 0

パントマイム
理由

良
よ

かった 普通
ふつう

工夫
くふう

すべき

人数

比率 86.7

計

人数

6 1 85

83

2 0 18

理由

４．各種
かくしゅ

演目
えんもく

について（見
み

られなかった演目
えんもく

については、記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。）

手話
しゅわ

の歌
うた

0 23

理由

78

22

72

16

73

21

61

14

比率

78

3 2 19

100.0

1 2 24

比率 91.8 7.1 1.2

13 4

100.0

13.3 0.0

演目
えんもく

区分

人数
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区分 区分 良
よ

かった 普通
ふつう

工夫
くふう

すべき 計

スタッフ

人数 36 7 1

理由 8 0 0

比率 81.8 15.9 2.3 100.0

一般来場者

人数 21 4 0

44

比率 84.0 16.0 0.0 100.0

8

理由 2 0 0 2

25

計

人数 57 11 1 69

比率 82.6 15.9 1.4 100.0

理由 10 0 0 10

※２   理由欄の記入内容は、別紙４（問７ 理由）のとおり　Ｐ55

※別紙５（問８ 記入事項）のとおり　Ｐ56

７．『こう福祉
ふくし

２１』全体
ぜんたい

としての感想
かんそう

について

８．感想
かんそう

または提案
ていあん

などがありましたら、記入
きにゅう

をお願
ねが

いします。
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別紙１（問４ 理由）

良かった 普通 工夫すべき

1 楽しそう
勉強になったことや、困ったこと
は普通に話すことを学びました

2 小さな子どもががんばっていた

3
とても楽しそうにおこなっていたた
め

4
地域としての一体感があったた
め

5
初めて知ることがあったので勉強
になりました

6 みんな一生懸命でした

7 子どもたちがかわいかった

8
うまくできたし、会場も盛り上がっ
た

9 来年はもっと練習します

10 子どもたちと一緒になれるから

11 子育て世代の参加があったから

12 手話が上手でかわいかったから

13 知らない手話を知ることが出来た

14
出ていた人たちが生き生きとして
いて良かったです

15 元気良く歌っていたから

16
かわいい子供達が一生懸命行っ
ていて、笑顔があふれました

17
小さい子供達が頑張って歌って
いて、かわいいと思いました

18 元気いっぱいでした

19 例年より元気が良かった

20 子どもたちがかわいかった

21 とてもすばらしかった

22
子どもたちが一生懸命でかわい
かったです、大人も良かった

　手話の歌
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良かった 普通 工夫すべき

1 普段見ることができないので
わかりやすい内容で、おもしろ
かったです

2 お笑い番組なみにたのしかった 理解が難しい題材もありました

3 クオリティが高く楽しかったから

4
聞こえなくても楽しめたので、パン
トマイムはすごいなと思いました

5 ユーモア交えていて楽しめた

6 上手でした

7
生徒さんも先生も盛り上げていて
楽しくみれました

8
色々な場面を様々な動作で演じ
ていて、二人一緒になるところが
一体感があった

9 上手でおもしろかったから

10 楽しかった

11
とてもおもしろいし、演技がよかっ
た

12
学生さんたちが一生懸命に行っ
ている姿が良かったです

13 すごかったから

14 すばらしい

15 初めて見ました

16 楽しかった

パントマイム
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良かった 普通 工夫すべき

1 しっかりできた
色々な手話の形があると知れて
良かったです

最初に前説をわかりやすく工夫
すべきでした

2 ためになりました 時間が長い

3
手話にどう対応すればいいのか
を学んだ

4
実際にありがちな内容があり、ど
うしたらいいのかわかったから

5
実際の場面にあった時、話せる
ようにしたいです

6
聞こえない人とのコミニュケーショ
ンの難しさを感じました

7
手話の意味が少しわかったような
気がします

8 送迎で見られませんでした

9
現実世界でありそうなので良かっ
たです。イメージできました。

10
手話を勉強するいい機会にとなっ
た

11 手話を知ることができたから

12 手話を知ることができた

13 とても人のためになれた

14
ひとりずつ別けて説明してもらう
と、わかりやすくで良かったです

15 かっこ良かったから

16 手話を学びました

17 よく理解できた

18 勉強になった

19
手話を教えてもらえて良かったで
す

20 手話を少し知ることができた

21
視聴覚障害の人にどう対応した
ら良いのかわかりやすく伝えてく
れた

手話寸劇
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良かった 普通 工夫すべき

1
良かった、魅力あるものばかり
だった

全部見られなかったので
ステージ側奥は人が行きづらか
も、販売ブースと交互にしてもい
いかも

2
町内の活動等を詳しく知ることが
できたから

来客が減ってからで残念だった
パントマイムや手話寸劇が終わ
ると、ほとんど人が帰ってしまい、
見る人が少なかった

3
初めて知ることがもあったのでよ
かったです

これからも様々なポスターが増え
るといいですね

4
送迎で見る時間がありませんでし
た

5
体験コーナーがあったのが良
かった

6
演目より先にポスターセッション
を見られる時間があれば良い

7 見やすかったから

8 手話で会話が出来た

9
各事業所の内容がわかりやすく
で良かったです

10 とてもわかりやすかったから

11 わかりやすかった

12
わかりやすく説明もていねいだっ
た

13
色々なアイディアがあって良かっ
た

14 かわいらしかった

ポスターセッション
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1 特になし（回答３件）

2 ダンス

3 バンド（別海町スワンの家）

4 手話が好きなので、また待ってます

5 視覚障害の人が参加できるものがあるといい

6 今のままでも十分なボリュームだと思います。

7 小さな子どもさんと大人とのコラボ作品をもっと見てみたいです

8 歌のお兄さん、お姉さん、体操のお兄さんやりたーい、係はダンスが好きですよー

　　５．ほかに見てみたい発表などがありましたら、記入してください。

別紙２（問５ 記入事項）
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別紙３（問６ 理由）

良かった 普通 工夫すべき

1
活動内容、製品の良さが伝わっ
たから

2
たくさん売られててよかったと思
います

3
作品もお菓子もクオリティが高
かった

4
毎年様々な品が売っていていい
ですね

5 たくさん買いました

良かった 普通 工夫すべき

1
普段の生活では気づかないけ
ど、近くで見ると点字が色々なと
ころにあるんだなと思いました

実際に体験できて良かったです

良かった 普通 工夫すべき

1 貴重な体験が出来たから 体験できるのは良いと思います

2
学生さんが丁寧に誘導していて
良かったです

良かった 普通 工夫すべき

1 話すことが出来ました 体験できるのは良いと思います

良かった 普通 工夫すべき

1 いつか購入します 体験できるのは良いと思います
１回通過してしまうと、なかなか外
側に行く人がいなかったのでは

2 わかりやすかった

良かった 普通 工夫すべき

1 わかりやすい
みなさん、それぞれ頑張って工夫
していて良いと思います

2 芸術的で面白かったから

電動車いす試乗体験コーナー

作品展示コーナー

生産品販売コーナー

点字体験コーナー

誘導体験コーナー

手話の教室コーナー
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別紙４（問７ 理由）

良かった 普通 工夫すべき

1
全員がとても楽しそうでした、自
分も楽しくなった

2 昨年よりも楽しかったから

3 大事なことを知れたからです

4
聴覚障害者の方との交流が良い
経験になりました

5 色々なことを学べたから

6 楽しかったです

7 とても楽しめた

8
子どもたちがたくさん来ていて良
かったです

良かった 普通 工夫すべき

1 たくさんの支持で

2
全体の雰囲気が明るくて良い
感じでした

　７．『こう福祉２１』全体としての感想について

スタッフ

一般来場者
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別紙５（問８ 記入事項）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

　８．感想または提案がありましたら、記入をお願いします。

スタッフ

すごく楽しかったので、これからも続けてほしいです

今回、初めてこういうイベントに参加しましたが、大事なことを知れたのでよかったです

日程は工夫すべき、３連休の真ん中は、貴重な３連休で遠出などしたい方にとってはつらいのではない
か。せめて土か月とかにしたらまだよかった

コロナが落ち着いてきて、色々見ることができて良かった

来年は釧路太鼓４５周年で参加未定です。時間をもっと長くしてほしい

また今度、楽しみたいです

演目の間は、各ブースで着席して見ても良かったかと思いました。混み合って座席がなかったため

手話を知ることが出来、話すことが出来たので、良かったです。楽しかったです

楽しかった

久しぶりの参加でしたが、とても楽しく過ごさせていただきありがとうございました。とても良かった・・・も
う年（高齢）だからと思わずに、みなさんの活気から明日の元気をいただきありがとうございました

今年いろんな事がわかり楽しいです

もっと時間を長くやりたい、ゆっくししたい

手話の寸劇のときに後ろの方が少しざわついていたのがきになりました

事務局の皆さんが大変そうでした。実行委員会のあり方を見直すべき

コロナ禍の時には、開催が出来ないときがあったので、来年も同じように出来たら、それが一番だと思
います

またやって下さい

日程が日曜、しかも３連休の真ん中疲れます。来年は参加しないと思います。ポスターも経費がかか
り、時間もかかる。障がいがあるのはわかるが、○○君に対して役所や実行委員で毅然とした対応をし
てほしいと思います。

一般来場者

中央のカメラマンが、全シーンに入り気になってしまいました

来年もきます
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第２２回実行委員会 委員名簿

第２２回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福祉２１」実行委員会 名簿

氏 名 所属団体等 備 考

1 齋 藤 靖 弘 医療法人社団田中医院

2 奥 山 春 夫 厚岸町老人クラブ連合会

3 山 本 十 三 厚岸翔洋高等学校

4 濱 秀 利 厚岸町自治会連合会

5 柿 﨑 多佳子 厚岸町女性団体連絡協議会

6 石 崎 惠 子 厚岸町赤十字奉仕団

7 千 田 美津江 厚岸消費者協会

8 上 月 時 夫 厚岸町手をつなぐ育成会

9 桂 川 和 子 厚岸町食生活改善協議会

10 室 﨑 正 之 厚岸コミュニケーション障害の会

11 安 達 由 圃 身体障害者福祉協会厚岸町分会

12 谷 口 弘 北海道難病連厚岸・浜中支部

13 赤 川 香 織 ＮＰＯ法人のんき村

14 三 浦 仁 企業組合エーエスユー

15 沼 岡 純 子 厚岸町文化協会

16 永 川 浩 志 特別養護老人ホーム心和園・在宅老人デイサービスセンター

17 和 田 賢 志 厚岸町教頭会

18 菊 地 悟 史 北海道理学療法士会釧根支部

19 中 井 勝 之 厚岸町人権擁護委員

20 江 幡 満 厚岸町民生委員児童委員協議会

21 荒 谷 ゆかり 一般社団法人地域福祉未来創造社ぷらっと

22 秋 山 龍 人 北海道盲導犬協会会員

23 成 田 定 子 厚岸町障がい者(児)を持つ親の会なないろ

24 中 村 ますみ 厚岸町身体障害者相談員・地域相談員

25 池谷内 寛 子 厚岸町子ども発達支援センター

26 岩 﨑 純 史 厚岸町商工会

27 星 川 雅 美 町立厚岸病院

28 藏 光 貴 弘 厚岸町教育委員会

29 松 見 弘 文 厚岸町社会福祉協議会

30 早 川 知 記 厚岸町保健福祉課

事
務
局

米内山 紘 輝 厚岸町社会福祉協議会

久保田 湖 子

厚岸町保健福祉課

宮 川 知 香

岡 﨑 清 美

尾 張 清 一

中 田 健太郎
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    タイトル「コンサート」  絵.なつきちゃん   

第 22 回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福祉 21」報告集 
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